
石狩西部広域水道企業団 管工事仕様書 新旧対照表（令和３年４月） 

現   行 改 定 後 備   考 

「請負⼈」を「受注者」に修正 
 

１・１・１ 適     用 

３． 契約書・特記仕様書・工事説明書・図面・仕様書又は共通仕様書

の間に相違がある場合、及び図面からの読み取りと図面に書かれた

数字が相違する場合は、請負人は監督員に確認して指示を受けなけ

ればならない。 

 ４． 本総則は、共通仕様書と重複する内容については割愛することと

する。 

１・１・２ 補     則 

（－前略－） 

２． 施工計画書（発注者と協議済み）は、工事着手前に発注者に提出

すること。 

３． 施工体制台帳は発注者の点検を受け、工事着手前にその写しを発

注者に提出すること。 

   ＊様式 5「接合工事指定通知書」は「工事施工計画書」及び「施

工体制台帳」に添付すること。 

 

２・１ 事 故 防 止 

 本章では、管工事の安全管理に関する具体的事項を定めており、共通仕

様書、第 1章（「1-1-1-29施工管理」以降）も併せて安全管理に努める事

とする。 

 

１・１・１ 適     用 

 ３． 本総則は、共通仕様書と重複する内容については割愛することと

する。 

 

 

 

 

１・１・２ 補     則 

 （－前略－） 

２． 施工計画書（工事監督員と協議済み）は、現場着手前に工事監督

員に提出すること。 

３． 施工体制台帳は発注者の点検を受け、現場着手前にその写しを工

事監督員に提出すること。 

    

 

 

２・１ 事 故 防 止 

 本章では、管工事の安全管理に関する具体的事項を定るものとし、本章

に特に定めのない事項については、共通仕様書 第１編 共通編の規定によ

るものとする。 

P3 

共通仕様書と重複

のため削除及び番

号修正 

 

 

 

 

 

 

 

語句修正 

 

 

  語句削除 

 

P6 

語句修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



石狩西部広域水道企業団 管工事仕様書 新旧対照表（令和３年４月） 

現   行 改 定 後 備   考 

２・１・１ 事故防止 

 １．請負人は、工事の施工に当たり、（－中略－）措置を講じなければ

ならない。 

 ２．工事中は、所要の人員を配置し、（－中略－）必要数配置しなけれ

ばならない。 

 ３．施工計画の立案に当っては、（－中略－）工法、工程について十分

に配慮しなければならない。 

 ４．掘削土砂、及び工事用材料等を乱雑にし、交通その他市民生活に著

しく支障をきたしてはならない。 

 ５．工事着手に先立ち、（－中略－）試掘調査を行わなければならない。 

   その結果は作業員に熟知させて、損傷を与えないように注意すると

ともに工事監督員に地下埋設物調査の結果を報告しなければならな

い。 

 ６．請負人は、施工中、（－中略－）管理者を明確にしなければならな

い。 

 ７．工事中、誤って地下埋設物に損傷を与えたときは、（－中略－）被

害を最小限にとどめなければならない。 

 ８．出水等、災害の恐れがあるときは、（－中略－）対する準備をして

おかなければならない。 

 ９．工事用資材の吊り込み作業中、資材のすべり防止等に必要な安全措

置を講じなければならない。 

 10．水道管の取扱いに当たっては資格者を配置し、点吊り及び落下等の

危険防止に努めなければならない。 

 11．上水道施設は、人命にかかわる飲料水（－中略－）現場内の衛生管

理に十分留意しなければならない。 

 12．請負人は、工事現場内の安全管理の徹底を図るため安全点検日誌を

作成しなければならない。 

２・１・３ 作業員の安全管理 

            （前略） 

 ２．請負人は、工事現場のイメージアップを図るため、（－中略－）及

び現場周辺の美装化に努めるものとする。 

２・１・１ 事故防止 

 １．工事中は、所要の人員を配置し、（－中略－）必要数配置しなけれ

ばならない。 

 ２．掘削土砂、及び工事用材料等を乱雑にし、交通その他市民生活に著

しく支障をきたしてはならない。 

 ３．工事着手に先立ち、（－中略－）試掘調査を行わなければならない。 

   その結果は作業員に熟知させて、損傷を与えないように注意すると

ともに工事監督員に地下埋設物調査の結果を報告しなければならな

い。 

 ４．工事用資材の吊り込み作業中、資材のすべり防止等に必要な安全措

置を講じなければならない。 

 ５．水道管の取扱いに当たっては資格者を配置し、点吊り及び落下等の

危険防止に努めなければならない。 

 ６．上水道施設は、人命にかかわる飲料水（－中略－）現場内の衛生管

理に十分留意しなければならない。 

 ７．受注者は、工事現場内の安全管理の徹底を図るため安全点検日誌を

作成しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２・１・３ 作業員の安全管理 

            （前略） 

 ２．削除 

P6 

共通仕様書と重複

のため削除及び番

号修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P7 

共通仕様書と重複

のため削除 

 



石狩西部広域水道企業団 管工事仕様書 新旧対照表（令和３年４月） 

現   行 改 定 後 備   考 

２・３・１ 交通安全管理 

（前略 削除） 

13．工事に関して発生した交通事故及び工事従事者の悪質な交通違反

は、その発生の都度、遅滞なく工事監督員に報告しなければならない。 

 

２・３・２ 交通規制 

 

２・３・３ 道路標識などの設置 

（１）一般交通の用に供している道路上の工事の場合は、第９章 9・1・2

工事標識の設置方法に従うとともに、共通仕様書 「付表(その１）道

路工事に伴う道路標識の設置基準等」による。 

 

 

２・３・４ 安全対策 

（－前略－） 

３．床付け部は原則として、滞水の状態にしない（－中略－）安全対策の

処置を行わなければならない。 

４．資材・機械器具等の危険防止 

  工事現場に作業員がついて作業中の場合（－中略－）危険な状態のま

ま放置してはならない。 

５．児童への安全対策 

（１）請負人は、工事現場付近に児童に関する施設（－中略－）注意を喚

起しなければならない。 

（２）請負人は、児童の通行する場所での床掘部等（－中略－）事故防止

に努めなければならない。 

（３）工事現場内に児童が立入ろうとする場合、（－中略－）安全な場所

に誘導しなければならない。 

６．歩道を工事等で占用する場合又は、歩車道区分（－中略－）歩行に支

障のないよう、資・機器材の整理、整頓に努めなければならない。 

 

２・３・１ 交通安全管理 

 

工事に関して発生した交通事故及び工事従事者の悪質な交通違反は、

その発生の都度、遅滞なく工事監督員に報告しなければならない。 

 

削除 

 

２・３・２ 道路標識などの設置 

（１）一般交通の用に供している道路上の工事の場合は、第９章 9・1・2

工事標識の設置方法に従うとともに、共通仕様書 「Ⅲ付表―１道路工

事に伴う道路標識の設置基準等」及び札幌市土木工事標準設計図集（道

路工事保安施設）を参考にすること。 

 

２・３・３ 安全対策 

（－前略－） 

３．資材・機械器具等の危険防止 

  工事現場に作業員がついて作業中の場合（－中略－）危険な状態のま

ま放置してはならない。 

４．児童への安全対策 

工事現場内に児童が立入ろうとする場合、（－中略－）安全な場所に

誘導しなければならない。 

 

 

 

 

P7 

共通仕様書と重複

のため削除及び番

号修正 

 

 

 

P9 

番号修正 

語句修正 

 

 

 

P9 

番号修正 

共通仕様書と重複

のため削除及び番

号修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

石狩西部広域水道企業団 管工事仕様書 新旧対照表（令和３年４月） 

現   行 改 定 後 備   考 

２・３・５ 自転車通行者の安全確保 

（－文章省略－） 

 

２・３・６ 老人・身体障がい者用通路の確保 

  請負人は、老人又は、身体障がい者等がしばしば通行する場合には、

通行に支障のない通路を確保しなければならない。 

 

２・３・７ 不法無線局及び違法無線局対策 

 請負人は、電波法令を尊守し、 不法無線局（電波法に規定する 免許

または登録をせずに開設する無線局 例：不法アマチュア局、外国製無

線機（ＦＲＳ／ＧＭＲＳ）など）及び無線局の違法な運用（免許または

登録をうけていながら、電波法の範囲を逸脱して使用することなど 例：

アマチュア局を使用した業務連絡など）を行ってはならない。 

 

２・３・８ 爆発及び火災の防止 

２．受注者は、爆発物等の危険物を備蓄し、使用する必要がある場合に

は関係法令を遵守するとともに、関係官公署の指導に従い、爆発等の

防止措置を講じなければならない。 

（－中略－） 

７．現地に火薬庫を設置する場合は、火薬類の盗難防止のための立入防

止柵、警報装置等を設置し保管管理に万全の措置を講ずるとともに、

夜間の周辺監視等の安全確保を講じなければならない。 

 

２・３・９ 工事現場の点検 

  １．受注者は、工事期間中、安全巡視を行い（－中略－）速やかに工

事現場を見回り危険防止に努めなければならない。 

２・３・４ 自転車通行者の安全確保 

（－文章省略－） 

 

（文章削除） 

 

 

 

（文章削除） 

 

 

 

 

 

 

２・３・５ ガス漏れ事故防止 

（２．以降削除）  

 

 

 

 

 

 

 

（文章削除） 

 

P10 

番号修正 

 

P10 

共通仕様書と重複

のため削除 

 

P10 

共通仕様書と重複

のため削除 

 

 

 

 

P10 

番号等修正 

共通仕様書と重複

のため削除 

 

 

 

 

 

P11 

共通仕様書と重複

のため削除 

 

 

 

 

 



 

石狩西部広域水道企業団 管工事仕様書 新旧対照表（令和３年４月） 

現   行 改 定 後 備   考 

２・４ 安 全 訓 練 

２・４・１ 訓練項目 

 １．安全・訓練等の実施 

   工事の施工に際し、受注者は、「土木請負工事における安全訓練等 

（－中略－） 

４．前項１のほか、現場に入場するすべての作業員・運転手及び出入す

る関係者に対しても、 「入場者安全教育チェックリスト」等を作成す

るなどして、安全教育に努めること。 

 

２・５ 住 環 境 対 策 

２・５・１ 住環境対策 

（－前略－） 

２．受注者は、工事中周辺住民等から苦情又は、意見があったときは、

丁寧に対応し、直ちに工事監督員に報告しなければならない。 

 

２・５・２ 隣接地主，付近居住者との紛争の防止 

（－文章省略－） 

 

２・５・３ 営業に対する配慮 

（－文章省略－） 

 

２・５・４ 住環境への配慮（公衆衛生及び風紀保全） 

（－文章省略－） 

 

２・５・５ 特定外来生物（植物）について 

 

 

 

 

 

 

（文章削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２・４ 住 環 境 対 策 

２・４・１ 住環境対策 

 

（２．文章削除） 

 

 

２・４・２ 隣接地主，付近居住者との紛争の防止 

（－文章省略－） 

 

２・４・３ 営業に対する配慮 

（－文章省略－） 

 

２・４・４ 住環境への配慮（公衆衛生及び風紀保全） 

（－文章省略－） 

 

（文章削除） 

 

P12 

共通仕様書と重複

のため削除 

 

 

 

 

 

 

P12 

番号修正 

共通仕様書と重複

のため削除 

 

 

P13 

番号修正 

 

P13 

番号修正 

 

P13 

番号修正 

 

P13 

共通仕様書と重複

のため削除 



石狩西部広域水道企業団 管工事仕様書 新旧対照表（令和３年４月） 

現   行 改 定 後 備   考 

３・１・２ 材料の品質及び検査等 

１．請負人は、工事に使用する材料の品質を証明する資料 （試験結果

表、性能試験結果、ミルシート等の品質規格証明書）を請負人の責任

において整備、保管し、 工事監督員から請求があった場合は、直ち

に提示する 。 

２．請負人は、設計図書において見本又は 品質を証明する資料を 事前

に提出することを指定された工事材料について、工事監督員に使用前

にこれを提出し、確認を受けなければならない。なお、ＪＩＳ・ＪＷ

ＷＡマーク表示品については、マーク表示品及び日本水道協会認定マ

ークについては、各マーク表示状態の確認とし、見本または品質を証

明する資料の提出は省略できる。 

３．工事に使用した材料の品質を証明する試験結果表、性能試験結果、

ミルシート等の品質規格証明書は、請負人が、工事目的物の引渡し後、

5年間保管し、発注者の請求に応じて提示又は提出することとする。 

４．請負人は、工事材料を使用するまで変質がないよう保管しなければ

ならない。また、工事監督員が変質等により不適当と認める場合には、

請負人は、自らの責任と費用負担により速やかに取り替えるととも

に、新たに搬入する材料については再検査（又は確認）を受けなけれ

ばならない。 

５．使用することができない材料は 、速やかに工事現場外に搬出しな

ければならない。 

３・１・３ 材料の積み卸し・運搬等 

（－文章省略－） 

 

３・３ 工事材料 

 

 

 

 

 

 

（文章削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３・１・２ 材料の積み卸し・運搬等 

（－文章省略－） 

 

３・３ 工事材料 

３・３・１ 材料の受払等 

   受払簿の記載 

受注者は、材料の受入れ、払出しを材料受払簿（様式－16～18）に記載

して、使用状況、残材料の数量を明確にして工事監督員の確認を受けな

ければならない。（材料受払簿記載要領は第 10章による） 

 

 

P16 

共通仕様書と重複

のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P17 

番号修正 

 

 

P21 

語句追加 



石狩西部広域水道企業団 管工事仕様書 新旧対照表（令和３年４月） 

現   行 改 定 後 備   考 

３・３・１ 土質材料、石材及び骨材 

３・３・２ 加熱アスファルト舗装材料 

３・３・３ コンクリート 

３・３・４ 木材 

３・３・５ 鋼材 

 

４・３・３ 建設副産物運搬・処理 

（－文章省略－） 

 

４・３・４ 基  礎  工 

 

４・４・１ 舗装準備工 

 

 

４・４・２ 路盤工 

１．請負人は、下層路盤の敷均しに当たり、材料の分離に注意しながら

１層の仕上がり厚さが 20cm を超えないように敷均さなければならな

い。 

２．下層路盤に使用する粒状路盤材の最大粒径は 40mm以下とする。 

３．路盤置換は、設計図書に指定された仕上げ厚さとし、特に指定のな

い限り掘削全幅とする。 

 

４・４・３ アスファルト舗装工 

 

４・５・２ 土留工 

（３）切り取り面にその箇所の土質に見合った勾配を保って掘削できる場

合を除き、掘削の深さが 1.5m を超える場合には、原則として、土留

工を施すこと。 

 

４・７ 附帯作工 

４・８ 排出ガス対策型建設機械の取扱いについて 

４・９ 電力設備工 

３・３・２ 土質材料、石材及び骨材 

３・３・３ 加熱アスファルト舗装材料 

３・３・４ コンクリート 

３・３・５ 木材 

３・３・６ 鋼材 

 

（文章削除） 

 

 

４・３・３ 基  礎  工 

 

（文章削除） 

 

 

４・４・１ 路盤工 

（文章削除） 

路盤置換は、設計図書に指定された仕上げ厚さとし、特に指定のない

限り掘削全幅とする。 

 

 

 

 

４・４・２ アスファルト舗装工 

 

４・５・２ 土留工 

（３）地盤が崩壊するおそれがないとき及び周辺の状況により危険防止上

支障がないときを除き、深さ 1.5ｍ以上の掘削を行う場合には土留を

設けなければならない。 

 

（文章削除） 

（文章削除） 

（文章削除） 

P21 

番号修正 

 

 

 

 

P26 

共通仕様書と重複

のため削除 

P26 

番号修正 

P26 

共通仕様書と重複

のため削除 

P26 

番号修正 

共通仕様書と重複

のため削除 

 

 

 

 

P27 

番号修正 

P27 

建設工事公衆災害

防止対策要綱に合

わせて修正 

 

P28 P29 

共通仕様書と重複

のため削除 
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現   行 改 定 後 備   考 

８・１・２ 適用 

この基準は、石狩西部広域水道企業団が発注する（－中略－） 

工事監督員の承諾を得て他の方法によることができる。 

 

 

 

 

８・１・４ 管理の実施 

 

 

８・２・１ 出来形管理 

１．請負人は、出来形を出来形管理基準に定める測定項目及び測定基準

により実測し、設計値と実測値を対比して、記録した出来形表又は出

来形図を作成し管理するものとする。 

なお、 本仕様書に記載されていない工種・項目等についての取扱

いは 、 工事監督員の指示によるものとする。 

 ２．工事は、すべて規格値を満足しなければならない。また、プラス（＋）

あるいはマイナス（－）ばかりの誤差が全体で蓄積されてはならない。 

 

８・２・２ 出来形図及びしゅん功図 

（－前略－） 

３．しゅん功図作成要領 

（－中略－） 

(2) しゅん功図の記入事項 

（－中略－） 

⑪ ソフトシール仕切弁及び不断水式仕切弁については、仕切弁種類

（ソフトシール又は不断水式）メーカー名・型式名を記入すること。 

（－後略－） 

 

 

 

 

８・１・２ 適用 

この基準は、石狩西部広域水道企業団が発注する（－中略－） 

工事監督員の承諾を得て他の方法によることができる。 

なお、本章に特に定めのない事項については、共通仕様書Ⅱ土木工事

施工管理基準の規定によるものとする。 

 

（文章削除） 

 

 

８・２・１ 出来形管理 

（文章削除） 

 

工事は、すべて規格値を満足しなければならない。また、プラス（＋）

あるいはマイナス（－）ばかりの誤差が全体で蓄積されてはならない。 

 

 

 

 

 

８・２・２ 出来形図及びしゅん功図 

（－前略－） 

３．しゅん功図作成要領 

（－中略－） 

(2) しゅん功図の記入事項 

（－中略－） 

⑪ 仕切弁及び不断水式仕切弁については、仕切弁種類（バタフライ

又は不断水式等）メーカー名・型式名を記入すること。 

（－後略－） 

 

 

P69 

文章追加 

 

 

 

P69 

共通仕様書と重複

のため削除 

 

P70 

共通仕様書と重複

のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語句修正 
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 P71 

共通仕様書と重複

部分を削除 
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 P72 

共通仕様書と重複

部分を削除 
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 P79 

共通仕様書と重複

部分を削除 

工事状況写真に撤

去管撮影を追記 
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現   行 改 定 後 備   考 

９・１・１ 工事標識の設置方法 

１．工事標識の設置方法については、「表－１工事標識の設置要領」によ

るものとする。なお、この基準に規定されていない事項及びこの基準に

よりがたい時は、工事監督員と協議をして現場の状況に適した処置を構

じること。 

２．工事現場周囲の標識及び防護施設等の規格設置基準は９・１・１の５

及び６を参考とすること。 

３．掘削が深く危険性のある場合は、保安柵に替え、容易に移動しない堅

固な固定柵とすること。 

４．掘削開口が長期（概ね１ケ月以上）にわたる場合は、工事監督員と協

議をして歩行者通路の両側の保安柵はガードレール等により、現場の状

況に適した処置を構じること。 

５.上記項目の他、「第 2 章 安全管理」にある法令、基準等を理解した

うえで適切な処置を構じること。 

 

表－１ 工事標識の設置要領 

（－表省略－） 

（－文章省略－） 

９・１・２ 道路工事に伴う片側交互通行現場の安全対策について 

（－文章省略－） 

９・１・３ 工事標識の規格 

（－文章省略－） 

（－表省略－） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９・１・１ 工事標識の設置方法 

１．工事標識の設置については、「２・３・２ 道路標識などの設置」によ

るものとする。なお、この基準に規定されていない事項及びこの基準に

よりがたい時は、工事監督員と協議をして現場の状況に適した処置を構

じること。 

２．掘削が深く危険性のある場合は、保安柵に替え、容易に移動しない堅

固な固定柵とすること。 

３．掘削開口が長期（概ね１ケ月以上）にわたる場合は、工事監督員と協

議をして歩行者通路の両側の保安柵はガードレール等により、現場の状

況に適した処置を構じること。 

４.上記項目の他、「第 2章 安全管理」にある法令、基準等を理解したう

えで適切な処置を構じること。 

５．すべての保安施設について、 設置した業者が分かるように施工業者名

及び電話番号を標示板の余白部分若しくは裏面に記載すること。 

 

９・１・２ 道路工事保安施設 

「札幌市土木工事標準設計図集、10 道路工事保安施設」を参照し、必要な

施設を設置すること。また、シンボルマーク及び保安施設を補助する標

識等については、下表のとおりとする。なお、これらの保安施設は、道

路法第 45 条及び道路交通法第９条に基づき定められた「道路標識、区

画線及び道路標示に関する命令」の別表第二に示されている標識に基づ

いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（－以下略－） 

P84～P88 

共通仕様書及び札

幌市土木工事標準

設計図集と重複部

分を削除、文章修

正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P89 

全面改定 
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現   行 改 定 後 備   考 

 

 

 

P116 

「管理技術者等の

取扱いについて」

の一部改正に伴う

修正及び共通仕様

書に合わせた文章

修正 
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P117 

「管理技術者等の

取扱いについて」

の一部改正に伴う

修正及び共通仕様

書に合わせた文章

修正 
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P119 

「管理技術者等の

取扱いについて」

の一部改正に伴う

修正及び共通仕様

書に合わせた文章

修正 
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「管理技術者等の

取扱いについて」

の一部改正に伴う

様式追加 

 

 

 

 

 

 


